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　アートプロジェクトと呼ばれる創造活
動について、その公共空間との関係に焦
点を当てて考察を行った。アートプロ
ジェクトは芸術活動の一つの形態であ
り、日本では 1990年以降に各地で行わ
れている。その特徴として、プロジェク
トを行うことで社会に何らかの変容を与
えようとすることや、企画立案から実現
までのプロセスが表現の一部に含まれる
ことなどが挙げられる。
　筆者は茨城県つくば市で活動する平
砂アートムーヴメント（HAM）のメン
バーとして、アートプロジェクトの実践
に携わっている。その 2020年度の活動
『HAM2020 : OPEN SPACE』（『HAM2020』）
では、公共空間を会場にいくつものイベ
ントを開いた。アートプロジェクトの会
場として公共空間を使ってみると、公共
空間には特有のルールがあり、そのルー
ルはアートプロジェクトの計画に関わる
ものであるように思われた。筆者は実践
者の一人として、もし公共空間を会場に
することでアートプロジェクトがなんら
かの影響を受けるならば、その影響や背
後にある仕組みを把握し、対策や活用の
対象とすべきだと考える。本研究ではこ
の問いを背景として、公共空間がアート
プロジェクトにもたらすものを考察する
ことを目的とする。
　主題の考察のために、文献調査とアー
トプロジェクトの実践を行った。実践に
ついては、平砂アートムーヴメントとし
て『HAM2022：わたしより大きなりん
かくがみえる』（『HAM2022』）を開催し
た。2021年 10月から 2023年 4月の期
間に、つくば市中心市街地の公共空間
でアートプロジェクトを展開し、その
過程において公共空間のルールやその
アートプロジェクトへの影響を観測・記
録するという企画である。『HAM2022』
の企画にあたってはハンナ・アーレン
ト（Hannah Arendt 1906年 –1975年）に
よる公共的空間に関する議論を参照して
おり、このことが活動の特徴を形作って
いる。

　第一章では、アートプロジェクトに関
する先行研究を対象に文献調査を行い、
その結果から公共空間とアートプロジェ
クトの関係を考察した。
　アートプロジェクトに関する研究は、
その言葉が広まり始めた 1990年代から
の蓄積がある。まず、公共空間とアート
プロジェクトの関係が示されている記述
に着目して先行研究を整理し、公共空間
とアートプロジェクトの関係についての
議論の状況や成果を述べた。先行研究で
は、次の 3つの方向性においてアートプ
ロジェクトと公共空間の関わりが議論さ
れている。
① アートプロジェクトの成立の背景につ
いての研究
　アートプロジェクトが成立した背景等
について考察する研究において、アート
プロジェクトの源流となった活動と公共
空間との関係が指摘されている。加治屋
健司は、アートプロジェクトの成立につ
いて、1950年代から 1980年代に行われ
ていた 3つの活動の存在が関係したと論
じている。そのうち最初期に行われてい
た野外美術展は、「画廊で展示するより
も多くの人の眼に触れることを考えた結
果として」始まったとされる。この点に
ついて、不特定多数の人に開かれている
という公共空間の特性が、野外美術展の
契機になったことが示唆されているとい
える。
② アートプロジェクトにおけるアートマ
ネジメントについての研究
　アートマネジメントに関する研究にお
いて、公共空間で行われるアートプロ
ジェクトに特有の課題とその対策につい
ての議論がなされている。吉田は『あい
ちトリエンナーレ 2019』で起こった騒
動を検証し、公的機関と関わることで表
現の自由が内発的・外発的に制限される
状況がつくられることを指摘し、またそ
の対策の検討を行っている。常泉らは、
不特定多数の市民の目に作品が触れるな
ど、公共空間で行われるアートプロジェ
クトでは、それを取り巻く主体の間でコ
ンフリクトが生じることを指摘し、その

間を取り持つ中間組織の必要性を論じて
いる。
③ アートプロジェクトを事例とする、
アートの公共性についての研究
　公共空間で行われるアートプロジェク
トの現場での実践から、アートの公共性
を考察する研究が見られた。中島は広島
市立大学芸術学部が行ったアートプロ
ジェクトを事例として取り上げて、公共
空間で行われるアートプロジェクトが、
まちづくりに繋がって公共の再構築に働
きかける可能性があると論じている。
　先行研究の成果を踏まえ、本研究及び
今後のアートプロジェクトの関する研究
における課題を考察した。第一に、公共
空間がアートプロジェクトにもたらすも
のについて、より注意を払うべきだろ
う。先行研究ではアートプロジェクト成
立の背景と公共空間との関わりや、公共
空間で行われることを条件としてアート
プロジェクトの現場に生じる障壁の存在
が示唆されていた。このことから、アー
トプロジェクトを公共空間で行う場合に
は、それによってもたらされるものを活
用あるいは対策の対象とすべきであると
考える。第二に、「公共」という言葉の
多様性に注意が必要である。日本語の「公
共」は、論者の各種多様な倫理観、価値
観の受け皿となっていることが指摘され
ている。そのため「公共」に投影される
論者の価値観に注意して議論を行う必要
がある。

　第二章と第三章では、『HAM2022：わ
たしより大きなりんかくがみえる』（以
下『HAM2022』）の実践を通して、公共
空間とアートプロジェクトの関係につい
て考察を行った。
　第二章では、『HAM2022』のテーマに
焦点をあてた。第一節では『HAM2022』
の背景を活動を取り巻く環境の側面から
考察した。まず、つくば市行政の文化
芸術活動に対する支援の状況を調査し
た。つくば市による文化芸術活動に対
する支援は十分とは言えない状況にあ
る。そのような状況で、HAMはまちづ

くりを目的とした市の支援事業を利用す
ることでアートプロジェクトの予算を
補うことを選択肢に入れている。HAM
が『HAM2022』で利用した「つくばペ
デカフェプロジェクト」は、公共空間の
利用に必要な手続きを利用者に代わって
つくば市が行うという仕組みである。こ
の施策は中心市街地の空洞化への対応
として始まったもので、まちづくりに
関わる事業を対象とするものであるが、
『HAM2022』にとっては公共空間で作品
の発表がしやすい環境にもなっていた。
　第二節では『HAM2022』の動機に
ついて考察した。『HAM2022』の動機
は『HAM2020』での経験から生じた。
『HAM2020』もまた公共空間を拠点とす
るアートプロジェクトであり、その活動
の中で経験した手続きや展示空間とし
ての公共空間の面白さを探求するために
『HAM2022』の開催が計画されることと
なった。公共空間を探求する企画を構
想していく過程では、それまでの自分が
公共空間の意味に目を向けることなくそ
の場所を利用していたことに気づいた。
『HAM2022』ではその過去を反省し、公
共空間の使い方を活動を通して捉え直す
ことが目指された。
　第三節では、『HAM2022』がハンナ・
アーレントの言説を参照していたことに
注目して考察を行った。『HAM2022』の
動機には公共空間の意味や使い方を捉え
直したいという思いがあったが、この活
動の原理を、アーレントが人間が必要か
ら解放されて自由になりうる場所として
公共的空間を描いたことに重ねることが
できる。『HAM2022』はこの接点を足が
かりとして企画されており、いくつもの
イベントを公共空間で開催することで、
アーレントにおける公共的空間をつくば
市の公共空間に再現することが試みられ
た。その狙いは実際の公共空間とアーレ
ントのための自由のための空間の二つの
差異を観測することにあった。そして観
測される差異を手がかりにそれまで見過
ごしていた公共空間に再び目を向けるこ
とで活動の目的を達成しようとしていた

のである。この差異の観察には、アート
プロジェクトにおける表現の一部でもあ
る実現のプロセスの存在が重要であっ
た。例えば一つのパフォーマンスについ
て、その上演までの過程で経験される困
難さが、つくば市の公共空間のありよう
を示す根拠になる。このことから、公共
空間の探求をテーマとする『HAM2022』
がアートプロジェクトという形態で行わ
れる背景には、プロセスが表現の一部
であるという特徴が関係していると考察
した。

　第三章では、『HAM2022』を実施する
プロセスで生じた出来事を見ていくこと
で、その方法論の効果を検討した。第二
章で述べたように、『HAM2022』の背景
には『HAM2020』での公共空間の経験
が関係していた。また『HAM2022』は
一体的に計画された複数のイベントから
なるアートプロジェクトである。これら
のことから『HAM2022』のプロセスには、
経験に基づいて行われた企画の段階と、
イベントの計画を現実のものにしていく
実施の段階の 2つの段階があることがわ
かる。そこでこの 2つの段階に分けて記
述と考察を行った。
　結果は次のとおりである。企画の段階
においては、アーレントの議論における
自由や政治、活動のための空間としての
公共空間のイメージと現実の公共空間の
あり方を比較する視点が設定されること
で、法律や利用のルールと距離をおい
て、公共空間の人間にとっての役割を考
察することが可能になるという効果が見
られた。実施の段階においては、公共空
間が行政によって管理されているという
ことに違和感を抱くという効果が見られ
た。『HAM2022』では、その違和感から
パフォーマンスイベントを企画した。パ
フォーマンスイベントをつくば市と共催
で行うことで、公共空間を管理し、まち
づくりに活用しようとする立場が、公共
空間で行われるイベントに対してどのよ
うな懸念を抱くのかを考察することがで
きた。以上の効果が見られたことから、

『HAM2022』の試みは成立していたと評
価した。

　終章では、本研究で明らかにすること
ができたアートプロジェクトと公共の関
係をまとめ、公共空間で行われるアート
プロジェクトの展望を述べた。
　第二章と第三章での考察から、
『HAM2022』におけるアートプロジェク
トと公共空間の関係を、「公共空間につ
いて批判的に考察するための道具」で
あったと結論づけた。この結論と第一章
の文献調査において見出された議論の成
果とを合わせて、アートプロジェクトと
公共空間の関係について次の 4点が認め
られることを主張する。
① アートプロジェクトの源流において、
公共空間が新たな動向を受け入れ、発
展させる場所となったことが示唆され
ていること
② 公共空間で行われるアートプロジェク
トが、アートの公共性についての考察
を生むフィールドとなっていること
③ 公共空間で行われるアートプロジェク
トについて、公共空間を条件として起
こる危機や新しい表現が生じる可能性
があること
④ プロセスが作品の一部であるという
アートプロジェクトの特徴が、公共空
間について批判的に検討するための手
法になり得ること
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